
















研究目的

　疾患や異常は遺伝的要因と環境的要因の相互作用によって生ずる。このうち

環境要因がその主な役割を演じていた感染性疾患は,診断治療予防が急速に進

歩して,わが国の死亡率は過去 25年間に 1/3に低下した。そこで残された遺伝

性,体質性,先天性とよばれる疾患のうち,比較的環境要因の影響が強く,発病の

おそい糖尿病高血圧等の疾患は,環境要因の解明で発病予防や治療の対策が可

能であろう。一方遺伝的要因の極めて薯しいものや,母体内の環境要因で発病

し,出生時に異常が認められたり,早期に発病するものは,治療効果の望みが少

なく,その予防は受胎以前,あるいは生命の倫理の問題を別とすれば,出生以前

にはからねばならない。


